
 

環境レビュー結果 

2025年 6月 3日 

国際協力機構社会基盤部都市・地域開発グループ第一チーム 

案件名：パティンバン港周辺におけるレバナ地域開発プロジェクト 

１．スキーム 技術協力プロジェクト 

２．国名 インドネシア 

３．プロジェクトサイ

ト／対象地域名 
レバナ地域 

４．事業の目的 

本事業は、レバナ地域における産業開発計画並びにイ

ンフラ開発計画の一体となった地域総合開発計画の

作成、および同計画の実施に向けた体制構築を支援す

ることにより、当該地域及びインドネシアの持続的な

経済成長、開発に寄与するものである。 

５．事業内容 

（１）プロジェクト目標： レバナ地域開発にかかるレ

バナ地域管理局（ RMMA: Rebana Metropolitan 

Management Authority）をはじめとする関係機関の体

制・実施能力が強化される。 

（２）成果： 

１．レバナ地域総合開発計画のレビュー、優先事業選

定 

２．レバナ地域総合開発優先事業の実施促進のための

体制が強化される 

３．RMMAを主体として、尼関係機関においてレバナ

地域での優先事業の具体的計画策定が進められる 

７．環境社会配慮 

① カテゴリ分類：B 

② カテゴリ分類の根拠：本事業は、本事業は、「国際

協力機構環境社会配慮ガイドライン」(2022 年 1 

月公布)上、セクター特性、事業特性および地域特

性に鑑みて、環境への望ましくない影響が重大で

ないと判断されるため。 

③ 環境許認可：本格プロジェクトで確認。 

④ 汚染対策：本格プロジェクトで確認。 

⑤ 自然環境面：本格プロジェクトで確認。 

⑥ 社会環境面：本格プロジェクトで確認。 

その他・モニタリング：本格プロジェクトで確



 

認。なお、詳細計画策定調査では、カテゴリ分

類に基づき予備的スコーピングを実施し、そ

の結果に基づき本格調査の環境社会配慮調査

の TOR案を作成し、合意済み。また、環境社

会配慮調査の結果が、プロジェクトの計画決

定に適切に反映されることについて、相手国

実施機関等の関係者から基本的な合意を得て

いる。 

 


